
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小6 中学受験 理科 ふつう 名前

熱 月 日

1 混ぜた温度・熱した時間と上がる温度 基本

次の問いに答えなさい。

(1) 【きまり】混ぜた水の温度＝(Aの重さ

×Aの温度＋Bの重さ×Bの温

度)÷(重さの合計)。(熱は外へにげな

いものとします。)

10℃の水400gと、90℃の水600g

を混ぜました。混ぜた水の温度は何℃

ですか。　答え ℃

(2) 【きまり】混ぜた水の温度＝(Aの重さ

×Aの温度＋Bの重さ×Bの温

度)÷(重さの合計)。(熱は外へにげな

いものとします。)

55℃の水300gと、85℃の水300g

を混ぜました。混ぜた水の温度は何℃

ですか。　答え ℃

2 条件を変えて当てはめる 標準

次の問いに答えなさい。
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300gの水を一定の火力で熱し続けたとき

の、水の温度と熱した時間の関係を、グラフ

に表しました。

同じ火力で、20℃の水600gを熱すると、ふ

っとうし始めるのは何分後ですか。　答え

分後

(2) 【きまり】氷1gをとかすのに必要な熱は、水1gを80℃上げるのに必要な熱と同じとしま

す。0℃の氷は、とけきるまで0℃のままです。ある火力で水100gを熱すると、1分間に

10℃ずつ上がります。水の重さが2倍だと、同じ温度を上げる時間も2倍です。(熱は外へ

にげないものとします。)

0℃の氷100gを、同じ火力で6分間熱しました。そのときの温度は何℃ですか。　答え

℃
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